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一
一
悲
嘆
と
諷
諭　
─
「
古
詩
十
九
首
」
と
「
新
楽
府
」
─
山　
田　
尚　
子
は
じ
め
に
　
『
白
氏
文
集
』（
前
後
続
集
本
）
七
十
一
巻
の
う
ち
、『
白
氏
長
慶
集
』
に
該
当
す
る
巻
五
十
ま
で
の
部
分
に
お
い
て
は
、
詩
（
韻
文
）
を
大
き
く
古
体
と
今
体
（
近
体
）
と
の
二
つ
に
分
ち
、
さ
ら
に
古
体
詩
を
諷
諭
・
閑
適
・
感
傷
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
こ
の
四
分
類
は
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
十
二
月
に
書
か
れ
た
元
稹
宛
の
書
簡
「
与
元
九
書
（
元
九
に
与
ふ
る
書
）」
の
中
で
白
居
易
自
身
の
発
案
と
し
て
説
明
さ
れ
た
分
類
を
採
用
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
の
中
で
白
居
易
は
「
窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
済
天
下
（
窮
す
れ
ば
則
ち
独
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
済
ふ
）」
と
い
う
『
孟
子
』
を
淵
源
と
す
る
「
兼
済
」・「
独
善
」
の
発
想
に
言
及
し
、
諷
諭
・
閑
適
の
二
分
類
が
こ
の
「
兼
済
」・「
独
善
」
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
く
も
の
で
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
諷
諭
詩
・
閑
適
詩
が
自
分
自
身
の
「
道
」
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
し
た
。
一
二
　
諷
諭
詩
の
中
に
は
、
白
居
易
が
左
拾
遺
の
職
に
あ
っ
て
諫
官
と
し
て
製
作
し
た
「
新
楽
府
」
五
十
篇
が
あ（
１
）る。
本
稿
で
は
、
特
に
「
新
楽
府
」
の
序
に
見
え
る
「
古
詩
十
九
首
」
へ
の
言
及
を
起
点
と
し
て
、「
新
楽
府
」
に
お
い
て
、
悲
哀
の
感
情
を
詠
ず
る
こ
と
と
諷
諭
詩
で
あ
る
こ
と
と
が
結
び
つ
く
、
そ
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
一
、
新
楽
府
序
の
本
文
─
「
古
詩
十
九
首
」
へ
の
言
及
─
　
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
巻
四
に
諷
諭
詩
と
し
て
収
載
さ
れ
た
「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
篇
首
に
は
「
序
曰
」
と
し
て
、
作
成
し
た
白
居
易
の
意
図
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
序
の
う
ち
で
各
篇
の
体
裁
に
つ
い
て
説
明
し
た
、
以
下
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
首
句
標
其
目
、
古
十
九
首
之
例
也
。
卒
章
顕
其
志
、
詩
三
百
篇
之
義
也
。（
首はじ
め
の
句
に
其
の
目な
を
標あ
げ
た
る
こ
と
は
、
古いにしへ
の
十
九
首
の
例
な
り
。
卒おは
り
の
章
に
其
の
志
を
顕あらはす
と
は
、
詩
三
百
篇
の
義
な
り（
２
）。）
傍
線
部
分
に
あ
る
「
古
十
九
首
」
は
、『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
「
古
詩
十
九
首
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
古
十
九
首
之
例
也
」
の
七
字
は
、
神
田
本
（
神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
嘉
承
二
年
藤
原
知
明
書
写
本
）
や
、
時
賢
本
（
書
陵
部
蔵
元
亨
四
年
藤
原
時
賢
書
写
本
）
な
ど
、
日
本
の
旧
鈔
本
に
の
み
存
し
（
た
だ
し
高
野
本
に
は
「
也
」
字
無
し
）、
紹
興
本
（
南
宋
紹
興
初
年
刊
本
）、
馬
元
調
本
（
明
万
暦
三
十
四
年
馬
元
調
校
刊
本
）、
那
波
本
（
元
和
四
年
那
波
活
所
（
道
円
）
跋
刊
古
活
字
本
）
な
ど
の
刊
本
に
は
無
い
（
３
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
太
田
次
男
氏
は
、
掲
出
し
た
「
首
句
標
其
目
、
古
十
九
首
之
例
也
。
卒
章
顕
其
志
、
詩
三
百
篇
之
義
也
」
が
、
後
続
の
「
其
詞
質
而
俚
、
欲
見
者
之
易
諭
也
。
其
言
直
而
切
、
欲
聞
者
之
深
誡
也
」
な
ど
と
あ
る
箇
所
を
含
め
、「
五
字
で
提
示
し
、
七
字
で
こ
れ
に
応
ず
る
と
い
う
」
隔
句
対
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
元
来
の
序
の
本
文
に
も
旧
鈔
本
に
同
じ
く
こ
の
七
字
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三
が
存
し
て
い
た
も
の
と
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
旧
鈔
本
の
「
秦
中
吟
十
首
」
に
題
の
な
い
本
文
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
現
存
の
「
新
楽
府
」（
神
田
本
な
ど
）
で
各
篇
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
題
お
よ
び
題
序
が
、
新
楽
府
序
の
書
か
れ
た
時
点
で
は
存
在
せ
ず
、「
古
詩
十
九
首
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
題
を
持
た
ず
に
首
句
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、「
新
楽
府
」
に
お
い
て
も
首
句
に
そ
の
題
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
て
い（
４
）る。
　
日
本
の
旧
鈔
本
の
多
く
に
「
古
十
九
首
之
例
也
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
元
来
、
新
楽
府
序
に
こ
の
七
字
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
太
田
氏
の
い
う
、
題
（
お
よ
び
題
序
）
が
各
篇
首
に
無
い
「
新
楽
府
」
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
、「
古
詩
十
九
首
」
の
各
作
品
が
第
一
句
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
の
と
は
異
な
り
、「
新
楽
府
」
の
各
篇
に
お
い
て
は
、
題
が
先
に
あ
っ
て
第
一
句
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
５
）。
た
だ
し
、
題
（
各
作
品
の
呼
称
）
と
第
一
句
と
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、「
新
楽
府
」
と
「
古
詩
十
九
首
」
と
が
合
致
す
る
。
　
翻
っ
て
掲
出
の
本
文
を
見
れ
ば
、「
卒
章
顕
其
志
、
詩
三
百
篇
之
義
也
」
と
あ
る
の
は
、『
毛
詩
』（『
詩
経
』）
に
お
け
る
詩
の
意
義
、
す
な
わ
ち
大
序
に
以
下
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
「
風
刺
」「
譎
諫
」
の
意
図
を
「
新
楽
府
」
各
篇
の
終
わ
り
に
表
す
こ
と
を
い
う
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
。
主
文
而
譎
諫
。
言
之
者
無
罪
、
聞
之
者
足
以
戒
。
故
曰
風
。（
上かみ
は
以
て
下しも
を
風
化
し
、
下
は
以
て
上
を
風
刺
す
。
文あや
を
主
と
し
て
譎
諫
す
。
言
ふ
者
は
罪
無
し
、
聞
く
者
は
以
て
戒
し
む
る
に
足
れ
り
。
故
に
風
と
曰
ふ
。）
白
居
易
は
、『
毛
詩
』
を
襲
い
、
風
刺
・
譎
諫
を
意
図
し
て
作
成
し
た
詩
（
韻
文
）
を
諷
諭
詩
と
呼
び
、
そ
れ
こ
そ
、
詩
人
に
よ
っ
て
進
ん
で
作
ら
れ
る
べ
き
、
そ
し
て
社
会
に
お
い
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
べ
き
詩
だ
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
諷
諭
詩
の
作
成
と
は
、
経
書
と
し
て
の
『
毛
詩
』
の
意
義
を
、
自
ら
の
手
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
等
し
い
も
の
だ
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
新
一
四
楽
府
序
に
「
卒
章
顕
其
志
、
詩
三
百
篇
之
義
也
」
と
い
う
の
は
、「
新
楽
府
」
が
『
毛
詩
』
を
襲
う
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
新
楽
府
序
に
お
け
る
『
毛
詩
』
へ
の
言
及
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、「
古
詩
十
九
首
」
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
意
図
や
背
景
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
本
稿
で
は
、「
首
句
標
其
目
、
古
十
九
首
之
例
也
」
と
い
う
本
文
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
本
文
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
認
め
る
と
す
れ
ば
そ
の
背
景
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
い
は
、
旧
鈔
本
の
本
文
の
妥
当
性
の
問
題
と
関
わ
る
一
方
で
、
白
居
易
が
「
古
詩
十
九
首
」
を
い
か
に
受
容
し
た
か
、
と
い
う
問
題
と
も
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
古
詩
十
九
首
」
は
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
、
作
者
不
明
の
五
言
古
詩
の
う
ち
の
十
九
首
が
「
古
詩
十
九
首
」
と
名
付
け
ら
れ
、『
文
選
』
巻
二
十
九
「
雑
詩
」
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
掲
の
『
詩
品
』
の
記
述
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、『
文
選
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
数
十
首
（
少
な
く
と
も
五
十
九
首
）
の
古
詩
が
存
し
て
お
り
、
蕭
統
（
五
〇
一
～
五
三
一
）
は
、
こ
う
し
た
古
詩
の
中
か
ら
十
九
首
を
採
り
、『
文
選
』「
雑
詩
」
の
冒
頭
に
配
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鍾
嶸
（
四
六
九
頃
～
五
一
八
頃
）
の
『
詩
品
』
で
は
、
古
詩
を
「
上
品
」
に
置
い
て
高
く
評
価
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ（
６
）る。
其
体
源
出
於
国
風
。
陸
機
所
擬
十
四
首
、
文
温
以
麗
、
意
悲
而
遠
。
驚
心
動
魄
、
可
謂
幾
乎
一
字
千
金
。
其
外
、
去
者
日
以
疎
四
十
五
首
、
雖
多
哀
怨
、
頗
為
総
雑
。（
其
の
体
源
は
国
風
に
出
づ
。
陸
機
の
擬
す
る
所
の
十
四
首
は
、
文
は
温
に
し
て
以
て
麗うる
はし
く
、
意
は
悲
し
く
し
て
遠
し
。
心
を
驚
か
し
魄
を
動
か
し
、
一
字
千
金
に
幾ちか
し
と
謂
ふ
べ
し
。
其
の
外
、「
去
る
者
は
日
び
に
以
て
疎
し
」
な
ど
の
四
十
五
首
は
、
哀
怨
多
し
と
雖
も
、
頗
る
総
雑
と
為
す
。）
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
古
詩
の
源
流
は
『
毛
詩
』
の
「
国
風
」
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
古
詩
の
う
ち
、
陸
機
が
擬
古
詩
を
作
っ
た
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五
十
四
首
に
つ
い
て
は
特
に
高
く
評
価
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
、「
去
者
日
以
疎
」
な
ど
の
四
十
五
首
に
つ
い
て
は
、
哀
怨
の
情
が
豊
か
だ
と
は
い
っ
て
も
、
粗
雑
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
。
　
陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
の
擬
古
詩
の
う
ち
、
十
二
首
が
『
文
選
』
巻
三
十
「
雑
擬
」
に
収
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
十
一
首
は
「
古
詩
十
九
首
」
に
含
ま
れ
る
詩
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
去
者
日
以
疎
四
十
五
首
」
を
部
分
的
に
評
価
す
る
指
標
と
な
っ
て
い
る
「
哀
怨
」
は
、『
毛
詩
』
大
序
の
「
乱
世
之
音
怨
以
怒
。
其
政
乖
。
亡
国
之
音
哀
以
思
其
民
（
乱
る
る
世
の
音
は
怨
み
て
以
て
怒
れ
り
。
其
の
政 
乖そむ
け
れ
ば
な
り
。
亡
び
な
ん
と
す
る
国
の
音
は
哀
し
み
て
以
て
其
の
民
を
思
へ
り
）」
に
拠
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ（
７
）る。
す
な
わ
ち
掲
出
の
記
述
か
ら
は
、『
詩
品
』
に
お
い
て
、
古
詩
は
『
毛
詩
』「
国
風
」
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
評
価
に
お
い
て
は
『
毛
詩
』
大
序
の
記
述
が
指
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
「
国
風
」
か
ら
古
詩
へ
の
流
れ
を
想
定
す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
こ
の
流
れ
は
抒
情
詩
の
系
譜
と
捉
え
ら
れ
、
特
に
「
古
詩
十
九
首
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
抒
情
性
が
注
目
さ
れ
る（８
）。
徐
陵
（
五
〇
七
～
五
八
三
）
が
編
纂
し
た
『
玉
臺
新
詠
』
に
は
「
古
詩
」
と
し
て
八
首
を
載
せ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
四
首
が
「
古
詩
十
九
首
」
に
見
え
、
ま
た
、
同
じ
く
『
玉
臺
新
詠
』
に
枚
乗
の
作
と
し
て
載
る
「
雑
詩
」
九
首
の
う
ち
、
八
首
が
「
古
詩
十
九
首
」
に
見
え
る
。『
玉
臺
新
詠
』
が
男
女
間
の
情
愛
を
詠
じ
た
詩
の
集
成
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
古
詩
が
収
載
さ
れ
た
の
は
、
詩
の
抒
情
的
な
側
面
に
よ
っ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
し
、
経
書
と
し
て
の
『
毛
詩
』
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
を
諷
諭
（
風
刺
・
譎
諫
）
と
し
て
解
釈
し
た
場
合
の
そ
の
解
釈
の
仕
方
に
あ（
９
）る。
言
っ
て
み
れ
ば
、『
詩
』
に
込
め
ら
れ
た
は
ず
の
諷
諭
の
意
図
は
、「
毛
伝
」「
鄭
箋
」
と
い
っ
た
注
釈
に
よ
っ
て
こ
そ
明
確
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
し
て
み
た
い
の
は
、「
古
詩
十
九
首
」
に
附
さ
れ
た
李
善
・
五
臣
（
呂
延
済
・
劉
一
六
良
・
張
銑
・
呂
向
・
李
周
翰
）
に
よ
る
注
で
あ
）
（（
（
る
。
以
下
、
節
を
改
め
、「
古
詩
十
九
首
」
の
李
善
・
五
臣
両
注
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
「
古
詩
十
九
首
」
が
諷
諭
的
に
解
釈
さ
れ
る
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
確
認
し
て
み
た
い
。
二
、「
古
詩
十
九
首
」
注
釈
に
お
け
る
諷
諭
的
解
釈
　
「
古
詩
十
九
首
）
（（
（
」
の
其
一
（
行
行
重
行
行
）
は
、
夫
の
遠
行
に
よ
り
離
別
し
た
夫
婦
の
思
い
を
託
し
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
　
　
1
・
2　
行
行
重
行
行
、
与
君
生
別
離
。　
　
行
行
と
し
て
重
ね
て
行
行
す
、
君
と
生
き
な
が
ら
別
離
す
。
　
　
3
・
4　
相
去
万
余
里
、
各
在
天
一
涯
。　
　
相
ひ
去
る
こ
と
万
余
里
、
各
お
の
天
の
一
涯
に
在
り
。
　
　
5
・
6　
道
路
阻
且
長
、
会
面
安
可
知
。　
　
道
路
は
阻へだ
て
て
且ま
た
長
し
、
会
面
安いず
くん
ぞ
知
る
べ
き
。
　
　
7
・
8　
胡
馬
依
北
風
、
越
鳥
巣
南
枝
。　
　
胡
馬
は
北
風
に
依
り
、
越
鳥
は
南
枝
に
巣すく
ふ
。
　
　
9
・
10　
相
去
日
已
遠
、
衣
帯
日
已
緩
。　
　
相
ひ
去
る
こ
と
日
び
に
已
に
遠
し
、
衣
帯
日
び
に
已
に
緩の
ぶ
。
　
　
11
・
12　
浮
雲
蔽
白
日
、
遊（游）子
不
顧
反（返）。　
　
浮
雲
白
日
を
蔽かく
す
、
遊
子
顧かへ
りみ
反かへ
ら
ず
。
　
　
13
・
14　
思
君
令
人
老
、
歳
月
忽
已
晩
。　
　
君
を
思
ひ
て
人
を
し
て
老
い
し
む
、
歳
月
忽
ち
に
已
に
晩く
れ
ぬ
。
　
　
15
・
16　
棄
捐
勿
復
道
、
努
力
加
餐
飯
。　
　
棄す
て
捐す
て
て
復
た
道い
ふ
こ
と
勿な
し
、
努
力
し
て
餐
飯
を
加
へ
よ
。
　
第
二
句
の
「
生
別
離
」
に
つ
い
て
李
善
注
は
『
楚
辞
』
九
歌
、
少
司
命
の
「
悲
莫
悲
兮
生
別
離
（
悲
し
み
は
生
き
な
が
ら
別
離
す
る
よ
り
悲
し
き
は
莫
し
）」
を
引
き
、
別
離
の
悲
し
さ
を
詠
ん
だ
表
現
と
解
す
る
。
　
李
善
・
五
臣
の
両
注
が
諷
諭
の
句
と
解
す
る
の
は
、
第
十
一
句
・
第
十
二
句
の
「
浮
雲
蔽
白
日
、
遊（游）子
不
顧
反（返）」
で
あ
る
。
こ
の
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
七
句
に
つ
い
て
李
善
注
は
、「
浮
雲
之
蔽
白
日
、
以
喩
邪
侫
之
毀
忠
良
、
故
遊
子
之
行
不
顧
反
也
（
浮
雲
の
白
日
を
蔽
す
は
、
以
て
邪
侫
の
忠
良
を
毀そし
る
に
喩
ふ
、
故
に
遊
子
の
行
き
て
顧
反
せ
ざ
る
な
り
）」
と
説
明
す
る
ほ
か
、
以
下
の
三
書
を
引
き
、
こ
の
二
句
を
諷
諭
的
に
解
釈
す
る
。
　
①
文
子
曰
、
日
月
欲
明
、
浮
雲
蓋
之
。（
文
子
に
曰
は
く
、
日
月
明
な
ら
ん
と
す
れ
ば
、
浮
雲
之
れ
を
蓋おほ
ふ
。）
　
②
陸
賈
新
語
曰
、
邪
臣
之
蔽
賢
、
猶
浮
雲
之
障
日
月
。（
陸
賈
新
語
に
曰
は
く
、
邪
臣
の
賢
を
蔽
す
は
、
浮
雲
の
日
月
を
障さへぎる
が
猶ごと
し
。）
　
③
古
楊
柳
行
曰
、
讒
邪
害
公
正
、
浮
雲
蔽
白
日
。（
古
楊
柳
行
に
曰
は
く
、
讒
邪 
公
正
を
害
し
、
浮
雲 
白
日
を
蔽
す
。）
以
上
の
記
述
か
ら
、
李
善
注
で
は
、「
白
日
」
は
賢
臣
（
忠
臣
・
良
臣
）
を
、「
浮
雲
」
は
邪
臣
を
喩
え
て
い
う
も
の
で
、「
浮
雲
蔽
白
日
」
は
、
邪
臣
が
賢
臣
の
行
い
を
阻
む
意
を
表
す
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
一
方
、
こ
う
し
た
李
善
注
の
解
釈
に
対
し
、
五
臣
（
劉
良
）
注
は
「
白
日
喩
君
也
。
浮
雲
謂
讒
侫
之
臣
也
。
言
侫
臣
蔽
君
之
明
、
使
忠
臣
去
而
不
返
也
（
白
日
は
君
に
喩
ふ
る
な
り
。
浮
雲
は
讒
侫
の
臣
を
謂
ふ
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
侫
臣 
君
の
明
を
蔽
し
、
忠
臣
を
し
て
去
り
て
返
ら
ざ
ら
し
む
る
な
り
）」
と
し
、「
白
日
」
は
君
主
を
、「
浮
雲
」
は
侫
臣
（
こ
と
ば
巧
み
に
主
君
に
こ
び
へ
つ
ら
う
臣
下
）
を
喩
え
た
も
の
で
、「
浮
雲
蔽
白
日
、
游
子
不
顧
返
」
は
、
侫
臣
が
君
主
を
惑
わ
し
、
忠
臣
を
中
央
か
ら
追
い
や
っ
て
復
帰
さ
せ
な
い
状
況
を
表
す
、
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
先
述
の
李
善
注
で
は
、
臣
下
の
境
遇
を
問
題
に
は
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
君
主
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
の
に
対
し
、
五
臣
注
で
は
、
明
確
に
君
主
と
臣
下
の
関
係
に
お
い
て
句
を
解
釈
す
る
。
ま
た
、
五
臣
の
張
銑
は
、
こ
の
詩
全
体
に
つ
い
て
「
此
詩
意
、
為
忠
臣
遭
侫
人
讒
譖
、
見
放
逐
也
（
此
の
詩
の
意
、
忠
臣
侫
人
の
讒
譖
に
遭
ひ
し
が
為
に
、
放
逐
せ
ら
る
る
な
り
）」
と
も
い
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
李
善
注
に
比
し
て
五
臣
注
は
、
よ
り
積
極
的
に
詩
全
体
を
一
八
諷
諭
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
君
主
と
臣
下
と
の
関
係
に
重
き
を
置
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
実
は
、
五
臣
注
に
お
け
る
こ
う
し
た
傾
向
は
、「
古
詩
十
九
首
」
中
の
ほ
か
の
詩
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
も
う
一
首
、
以
下
に
掲
げ
る
其
二
（
青
青
河
畔
草
）
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。
　
　
1
・
2　
青
青
河
畔
草
、
鬱
鬱
園
中
柳
。　
　
青
青
た
る
河
畔
の
草
、
鬱
鬱
た
る
園
中
の
柳
。
　
　
3
・
4　
盈
盈
楼
上
女
、
皎
皎
当
窓
牖
。　
　
盈
盈
た
る
楼
上
の
女ぢよ
、
皎
皎
と
し
て
窓
牖
に
当
た
れ
り
。
　
　
5
・
6　
娥
娥
紅
粉
粧（装）、
繊
織
出
素
手
。　
　
娥
娥
と
し
て
紅
粉
粧よそ
ほひ
、
繊
織
と
し
て
素
手
を
出
だ
す
。
　
　
7
・
8　
昔
為
倡
家
女
、
今
為
蕩
子
婦
。　
　
昔
は
倡
家
の
女
む
す
め
為た
り
、
今
は
蕩
子
の
婦
為
り
。
　
　
9
・
10　
蕩
子
行
不
帰
、
空
牀
難
独
守
。　
　
蕩
子
行
き
て
帰
ら
ず
、
空
し
き
牀
独
り
守
り
難
し
。
　
こ
の
詩
は
、
か
つ
て
倡
家
に
お
り
、
今
は
蕩
子
（
久
し
く
遠
方
に
出
か
け
た
ま
ま
の
男
）
の
妻
と
な
っ
た
女
性
の
心
情
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
う
し
た
見
方
は
、
李
善
注
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
五
臣
（
張
銑
）
注
は
、
こ
の
詩
全
体
に
つ
い
て
「
此
喩
人
有
盛
才
事
於
暗
主
、
故
以
婦
人
事
夫
之
事
託
言
之
（
此
れ
は
人
の
盛
才
有
り
て
暗
主
に
事
ふ
る
に
喩
ふ
、
故
に
婦
人
の
夫
に
事
ふ
る
の
事
を
以
て
託
し
て
之
れ
を
言
ふ
）」
と
し
、
有
能
な
人
物
が
暗
愚
な
王
の
臣
下
と
な
る
こ
と
を
美
し
い
女
性
が
蕩
子
の
妻
と
な
る
こ
と
に
喩
え
て
詠
ん
だ
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
五
臣
に
よ
る
注
が
見
え
、
詩
全
体
に
対
す
る
張
銑
の
解
釈
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
〔
第
三
句
・
第
四
句
、
呂
向
注
〕　
盈
盈
不
得
志
貌
。
皎
皎
明
也
。
楼
上
言
居
危
苦
。
当
窓
牖
言
潜
隠
伺
明
時
也
。（「
盈
盈
」
は
志
を
得
ざ
る
貌
。「
皎
皎
」
は
明
な
り
。「
楼
上
」
は
危
苦
に
居
る
を
言
ふ
。「
当
窓
牖
」
は
潜
か
に
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
九
隠
れ
て
明
時
を
伺
ふ
を
言
ふ
な
り
。）
　
〔
第
五
句
・
第
六
句
、
李
周
翰
注
〕　
娥
娥
美
貌
。
繊
織
細
貌
。
皆
喩
賢
人
盛
才
也
。（「
娥
娥
」
は
美
の
貌
。「
繊
織
」
は
細
の
貌
。
皆
な
賢
人
の
盛
才
に
喩
ふ
る
な
り
。）
　
〔
第
七
句
・
第
八
句
、
呂
延
済
注
〕　
昔
為
倡
家
女
、
謂
有
伎
藝
未
用
時
也
。
今
為
蕩
子
婦
、
言
今
事
君
好
労
人
征
役
也
。
婦
人
比
夫
為
蕩
子
。
言
夫
従
征
役
也
。
臣
之
事
君
亦
如
女
之
事
夫
。
故
比
而
言
之
。（「
昔
為
倡
家
女
」
は
、
伎
藝
有
れ
ど
も
未
だ
用
ひ
ら
れ
ざ
る
時
を
謂
ふ
な
り
。「
今
為
蕩
子
婦
」
は
、
今 
君
の
好
み
て
人
を
征
役
に
労
す
る
に
事
ふ
る
を
言
ふ
な
り
。
婦
人 
夫
を
比
し
て
蕩
子
と
為
す
。
夫
の
征
役
に
従
ふ
を
言
ふ
な
り
。
臣
の
君
に
事
ふ
る
は
亦
た
女
の
夫
に
事
ふ
る
が
如
し
。
故
に
比
し
て
之
れ
を
言
ふ
。）
　
〔
第
九
句
・
第
十
句
、
李
周
翰
注
〕　
言
、
君
好
為
征
役
不
止
、
雖
有
忠
諫
、
終
不
見
従
。
難
以
独
守
其
志
。（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君 
好
み
て
征
役
を
為
し
て
止
め
ず
、
忠
諫
有
り
と
雖
も
、
終
に
従
ふ
こ
と
を
見さと
ら
ず
。
以
て
独
り
其
の
志
を
守
る
こ
と
難
し
。）
　
以
上
の
注
の
記
述
か
ら
、
其
二
（
青
青
河
畔
草
）
に
お
け
る
五
臣
注
で
は
、
蕩
子
と
そ
の
妻
と
の
関
係
を
、
暗
愚
な
君
主
と
そ
の
有
能
な
臣
下
と
の
関
係
に
置
き
換
え
、
正
し
か
ら
ざ
る
君
主
の
あ
り
方
を
暗
に
提
示
す
る
、
い
わ
ば
諷
諭
の
詩
と
し
て
詩
全
体
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
如
上
、
其
一
（
行
行
重
行
行
）、
其
二
（
青
青
河
畔
草
）
を
つ
い
て
、
君
主
と
臣
下
と
の
関
係
に
重
き
を
置
き
つ
つ
、
詩
全
体
を
諷
諭
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
五
臣
注
の
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
其
四
（
今
日
良
宴
会
）、
其
五
（
西
一
二
〇
北
有
高
楼
）、
其
十
（
迢
迢
牽
牛
星
）、
其
十
二
（
東
城
高
且
長
）
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
）
（（
（
る
（
其
五
に
つ
い
て
は
次
節
に
詳
述
）。
　
ま
た
、
其
八
（
冉
冉
孤
生
竹
）
は
、
第
一
句
・
第
二
句
「
冉
冉
孤
生
竹
、
結
根
泰
山
阿
（
冉
冉
た
る
孤
生
の
竹
、
根
を
泰
山
の
阿くま
に
結
べ
り
）」
に
つ
い
て
、
李
善
注
が
「
竹
結
根
於
山
阿
、
喩
婦
人
託
身
於
君
子
也
（
竹 
根
を
山
阿
に
結
べ
る
は
、
婦
人
の
身
を
君
子
に
託
す
る
に
喩
ふ
る
な
り
）」
と
す
る
の
に
対
し
、
五
臣
（
李
周
翰
）
注
は
「
冉
冉
漸
生
進
貌
。
此
喩
婦
人
貞
潔
如
竹
也
。
結
根
泰
山
、
謂
心
託
於
夫
如
竹
生
於
泰
山
之
深
也
（「
冉
冉
」
は
漸
く
生
進
す
る
の
貌
。
此
れ
婦
人
の
貞
潔
に
し
て
竹
の
如
く
な
る
に
喩
ふ
る
な
り
。
根
を
泰
山
に
結
べ
る
は
、
心
を
夫
に
託
す
る
こ
と
竹
の
泰
山
の
深
き
に
生
ず
る
が
如
き
を
謂
ふ
な
り
）」
と
い
う
。
両
注
は
、
第
一
句
・
第
二
句
を
女
性
の
結
婚
を
喩
え
た
も
の
と
見
る
点
で
共
通
す
る
が
、
五
臣
の
李
周
翰
の
注
は
「
冉
冉
孤
生
竹
」
に
婦
人
の
貞
潔
を
読
み
取
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
　
呂
延
済
・
劉
良
・
張
銑
・
呂
向
・
李
周
翰
の
五
名
が
注
を
附
し
た
「
五
臣
注
文
選
」
三
十
巻
は
、
開
元
六
年
（
七
一
八
）
九
月
十
日
、
玄
宗
に
献
呈
さ
れ
た
。
呂
延
祚
が
玄
宗
に
上
っ
た
「
進
集
注
文
選
表
（
集
注
文
選
を
進
む
る
表
）」
で
は
、
李
善
注
に
つ
い
て
「
忽
発
章
句
、
是
徴
載
籍
、
述
作
之
由
、
何
嘗
措
翰
。
使
復
精
覈
注
引
、
則
陥
於
末
学
、
質
訪
指
趣
、
則
巋
然
旧
文
。
祇
謂
攪
心
、
胡
為
析
理
（
忽
ち
に
章
句
を
発ひら
き
て
、
是
れ
を
載
籍
に
徴しる
す
、
述
作
の
由よし
は
、
何
ぞ
嘗
て
翰
を
措お
か
ん
。
復
た
注
引
を
精
覈
せ
し
む
る
こ
と
は
、
末
学
を
陥
お
と
し
いる
、
指
趣
を
質ただ
し
訪
は
し
む
る
こ
と
は
、
旧
文
に
巋
然
た
り
。
祇まさ
に
謂
ひ
て
心
を
攪みだ
る
、
胡なん
為す
れ
ぞ
理
を
析わか
た
ん
）」
と
、
正
確
な
引
証
を
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
が
作
品
理
解
の
弊
害
と
な
っ
て
い
る
と
い
い
、
そ
こ
で
訓
釈
に
よ
る
附
注
を
求
め
て
五
臣
注
を
作
ら
せ
た
の
だ
と
い
う
）
（（
（
。
五
臣
注
は
、
晩
唐
の
李
匡
乂
撰
『
資
暇
録
』
以
来
、
記
事
の
杜
撰
さ
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
総
じ
て
高
い
評
価
は
得
て
い
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
五
臣
注
の
編
纂
方
針
に
照
ら
せ
ば
、
玄
宗
の
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
、
当
時
の
解
釈
の
典
型
を
顕
著
に
示
す
も
の
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
二
一
と
し
て
、
五
臣
注
を
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
記
述
の
正
確
性
や
解
釈
自
体
の
是
非
は
置
く
と
し
て
、
五
臣
注
を
通
じ
、
古
詩
に
対
し
て
詩
全
体
を
諷
諭
的
に
解
釈
す
る
、
い
わ
ば
古
詩
を
諷
諭
の
詩
と
解
す
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
翻
っ
て
、
旧
鈔
本
「
新
楽
府
」
の
序
に
「
首
句
標
其
目
、
古
十
九
首
之
例
也
」
と
あ
る
本
文
に
改
め
て
注
目
す
れ
ば
、
こ
こ
に
「
古
十
九
首
之
例
也
」
と
あ
る
、
そ
の
背
景
と
し
て
、「
古
詩
十
九
首
」
を
諷
諭
的
に
解
釈
す
る
如
上
の
見
方
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
古
詩
十
九
首
」
か
ら
「
新
楽
府
」
へ
の
影
響
と
い
う
側
面
か
ら
は
、「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
う
ち
の
第
四
十
九
「
鵶
九
剣
」
（『
白
氏
文
集
』
巻
四
、0173
）
に
「
不
如
持
我
決
浮
雲
、
無
令
漫
々
蔽
白
日
（
如し
か
じ
我
れ
を
持
て
浮
雲
を
決
し
て
、
漫
々
と
し
て
白
日
を
蔽かく
さ
し
む
る
こ
と
無
か
ら
む
に
は
）」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、
前
に
言
及
し
た
、「
古
詩
十
九
首
」
の
う
ち
の
其
一
（
行
行
重
行
行
）
の
第
十
一
句
「
浮
雲
蔽
白
日
」
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
鵶
九
剣
」
に
は
、
掲
出
の
本
文
に
続
け
て
「
為
君
使
無
私
之
光
及
万
物
、
蟄
虫
照
蘇
萌
草
出
（
君
が
為
に
私
わ
た
く
し
無
き
の
光
を
し
て
万
物
に
及およぼし
て
、
蟄
虫
照
蘇
し
て
萌
草
出
で
し
め
よ
）」
と
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
こ
で
白
居
易
は
李
善
注
よ
り
む
し
ろ
五
臣
注
に
従
い
、「
白
日
」
は
君
主
を
、「
浮
雲
」
は
侫
臣
を
、
そ
れ
ぞ
れ
喩
え
た
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
新
楽
府
」
で
は
な
い
も
の
の
、
諷
諭
詩
の
一
、「
続
古
詩
十
首
」
其
十
（『
白
氏
文
集
』
巻
一
、0074
）
に
も
、「
浮
雲
蔽
白
日
」
に
基
づ
き
、
君
主
を
「
白
日
」
に
、
侫
臣
を
「
浮
雲
」
に
喩
え
る
、
同
様
の
発
想
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
白
居
易
は
、
恐
ら
く
五
臣
注
に
従
っ
て
、「
浮
雲
蔽
白
日
」
を
君
臣
関
係
の
あ
り
方
を
示
す
諷
諭
の
句
と
し
て
理
解
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
古
詩
十
九
首
」
と
「
新
楽
府
」
と
の
間
の
表
現
上
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
（『
文
選
』
の
注
釈
の
問
題
も
含
め
）、
よ
り
精
査
を
要
す
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、「
古
詩
十
九
首
」
に
は
諷
諭
の
詩
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
諷
諭
詩
と
し
て
の
「
新
楽
府
」
が
、『
毛
一
二
詩
』
と
「
古
詩
十
九
首
」
と
の
双
方
に
準
じ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
旧
鈔
本
の
「
古
十
九
首
之
例
也
」
と
い
う
本
文
を
序
本
来
の
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
加
え
て
、
白
居
易
が
「
古
詩
十
九
首
」
の
発
想
や
表
現
を
作
詩
に
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、
五
臣
注
の
解
釈
に
従
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、「
古
詩
十
九
首
」
の
抒
情
詩
と
し
て
の
側
面
が
、
如
上
の
諷
諭
的
な
解
釈
と
い
か
に
関
わ
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
、
こ
の
点
を
述
べ
た
い
。
三
、
悲
嘆
か
ら
諷
諭
へ
　
「
古
詩
十
九
首
」
は
、
総
じ
て
悲
哀
（
悲
嘆
・
慨
嘆
）
の
感
情
を
詠
ん
だ
抒
情
詩
と
さ
れ
）
（（
（
、
既
述
の
よ
う
に
、「
国
風
」
か
ら
古
詩
へ
の
流
れ
を
想
定
す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
こ
の
流
れ
は
抒
情
詩
の
系
譜
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
抒
情
詩
と
し
て
の
側
面
と
、
注
釈
に
お
け
る
諷
諭
的
な
解
釈
と
は
、
い
か
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
古
詩
十
九
首
」
の
其
五
（
西
北
有
高
楼
）
を
例
に
考
察
し
て
み
た
い
。
　
　
1
・
2　
西
北
有
高
楼
、
上
与
浮
雲
斉
。　
　
西
北
に
高
楼
有
り
、
上かみ 
浮
雲
と
斉ひと
し
。
　
　
3
・
4　
交
疏
結
綺
窓
、
阿
閣
三
重
階
。　
　
交
疏 
綺
窓
を
結
べ
り
、
阿
閣 
三
重
の
階
あ
り
。
　
　
5
・
6　
上
有
絃
歌
声
、
音
響
一
何
悲
。　
　
上
に
絃
歌
の
声
有
り
、
音
響 
一いつ
に
何
ぞ
悲
し
き
。
　
　
7
・
8　
誰
能
為
此
曲
、
無
乃
杞
梁
妻
。　
　
誰
か
能
く
此
の
曲
を
為つく
る
、
乃
ち
杞
梁
が
妻
な
る
無
か
ら
ん
や
。
　
　
9
・
10　
清
商
随
風
発
、
中
曲
正
徘
徊
。　
　
清
商 
風
に
随
ひ
て
発
す
、
中
曲 
正
に
徘
徊
す
。
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
二
三
　
　
11
・
12　
一
弾
再
三
歎
、
慷
慨
有
余
哀
。　
　
一
た
び
弾
じ
て
再
び
三
た
び
歎
く
、
慷
慨
し
て
余
り
の
哀
し
び
有
り
。
　
　
13
・
14　
不
惜
歌
者
苦
、
但
傷
知
音
稀
。　
　
惜いた
ま
ず 
歌
ふ
者
の
苦
し
ぶ
こ
と
を
、
但
だ
傷いた
む 
知
音
の
稀
な
る
こ
と
を
。
　
　
15
・
16　
願
為
双
鳴（鴻）鶴（鵠）、
奮
翅
起
高
飛
。　
　
願
は
く
は
双
鳴
鶴
と
為
り
て
、
翅
を
奮
ひ
て
起
ち
て
高
く
飛
ば
ん
。
　
こ
の
詩
は
、
西
北
の
高
楼
の
上
か
ら
聞
こ
え
て
来
る
「
絃
歌
声
（
琴
な
ど
の
絃
楽
器
を
弾
き
な
が
ら
歌
う
声
）」
に
込
め
ら
れ
た
悲
哀
の
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
詩
中
、
第
五
句
・
第
六
句
に
「
上
有
絃
歌
声
、
音
響
一
何
悲
」
と
詠
ま
れ
る
楼
上
の
絃
歌
の
悲
哀
を
特
に
顕
著
に
表
現
す
る
の
は
、
第
七
句
・
第
八
句
の
「
誰
能
為
此
曲
、
無
乃
杞
梁
妻
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
に
見
え
る
「
杞
梁
妻
」
に
つ
い
て
、
李
善
・
五
臣
の
両
注
は
と
も
に
、
そ
れ
が
戦
国
時
代
、
斉
の
杞
殖
（
梁
は
字
）
の
妻
を
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
杞
梁
の
妻
は
戦
死
し
た
夫
の
亡
骸
に
取
り
付
き
、
城
壁
の
も
と
で
昼
夜
を
問
わ
ず
泣
き
続
け
、
そ
の
十
日
後
に
は
城
壁
が
崩
れ
た
と
い
う
（『
列
女
伝
』
貞
順
伝
）。
ま
た
『
琴
操
』
に
よ
れ
ば
、「
杞
梁
妻
嘆
」
な
る
曲
が
あ
っ
た
と
い
う
（
以
下
に
李
善
注
所
引
の
『
琴
操
』
の
本
文
を
引
く
）。
杞
梁
妻
嘆
者
、
斉
杞
梁
殖
之
妻
所
作
也
。
殖
死
。
妻
嘆
曰
、
上
則
無
父
、
中
則
無
夫
、
下
則
無
子
、
将
何
以
立
吾
節
。
亦
死
而
已
。
援
琴
而
鼓
之
、
曲
終
遂
自
投
淄
水
而
死
。（
杞
梁
妻
嘆
は
、
斉
の
杞
梁 
殖
が
妻
の
作
る
所
な
り
。
殖
死
す
。
妻
嘆
じ
て
曰
は
く
、
上
に
は
則
ち
父
無
し
、
中
に
は
則
ち
夫
無
し
、
下
に
は
則
ち
子
無
し
、
将
た
何
を
以
て
か
吾
が
節
を
立
て
ん
。
亦
た
死
せ
ん
の
み
と
。
琴
を
援
き
て
之
れ
を
鼓
し
、
曲
終
は
り
て
遂
に
自
ら
淄
水
に
投
じ
て
死
す
。）
す
な
わ
ち
本
詩
に
お
い
て
、
楼
上
の
「
絃
歌
声
」
の
悲
哀
は
、
夫
を
失
っ
て
嘆
く
「
杞
梁
妻
嘆
」
の
悲
哀
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
李
善
注
は
、
こ
の
詩
全
体
に
つ
い
て
「
此
篇
明
高
才
之
人
、
仕
官
未
達
、
知
人
者
稀
也
（
此
の
篇
は
高
才
の
人
、
仕
官
未
だ
達
せ
一
二
四
ず
、
人
を
知
る
者
の
稀
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
）」
と
す
る
。
李
善
の
こ
う
し
た
見
方
は
、
本
詩
を
諷
諭
的
に
解
釈
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
李
善
注
が
「
知
人
者
稀
」
と
す
る
の
は
、
第
十
四
句
に
「
但
傷
知
音
稀
」
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
李
善
注
で
は
、
第
十
四
句
「
但
傷
知
音
稀
」
の
「
知
音
」
を
、
悲
哀
の
込
め
ら
れ
た
音
を
聞
き
分
け
る
能
力
を
持
つ
聞
き
手
と
解
し
、
さ
ら
に
こ
の
「
知
音
」
を
、「
知
人
」
す
な
わ
ち
「
高
才
（
優
れ
た
才
能
）」
の
持
ち
主
を
見
分
け
る
能
力
を
持
つ
者
を
そ
の
よ
う
に
喩
え
た
表
現
と
し
て
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
本
詩
を
「
高
才
」
が
仕
官
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
述
べ
た
詩
と
解
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
李
善
注
に
お
い
て
は
、
絃
歌
の
歌
い
手
と
聞
き
手
と
に
別
の
人
物
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
第
十
三
句
で
「
不
惜
歌
者
苦
」
と
い
う
と
き
の
「
苦
」
は
、「
杞
梁
妻
嘆
」
に
同
じ
く
夫
を
失
っ
た
女
性
の
苦
し
み
を
表
す
も
の
と
さ
れ
（
こ
の
箇
所
の
李
善
注
に
は
前
掲
の
『
琴
操
』
の
記
述
が
引
用
さ
れ
る
の
み
）、
こ
れ
に
対
し
て
第
十
四
句
「
但
傷
知
音
稀
」
と
い
う
と
き
の
「
傷
」
は
、
楼
上
か
ら
の
絃
歌
を
聞
く
者
（
恐
ら
く
は
男
性
）
の
思
い
を
表
す
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
最
後
の
第
十
五
句
・
第
十
六
句
の
「
願
為
双
鴻
鵠
、
奮
翅
起
高
飛
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
『
楚
辞
』
九
懐
、
陶
壅
に
「
傷
時
俗
兮
溷
乱
、
将
奮
翼
兮
高
飛
（
時
俗
の
溷こん
乱
を
傷
み
、
将
に
翼
を
奮
つ
て
高
く
飛
ば
ん
と
す
）」
と
あ
る
の
を
引
い
て
お
り
、
こ
の
二
句
が
、
混
乱
状
態
に
あ
る
世
間
か
ら
飛
び
立
と
う
（
抜
け
出
そ
う
）
と
す
る
、
絃
歌
の
聞
き
手
の
願
い
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
　
五
臣
注
は
、
詩
全
体
に
つ
い
て
「
此
詩
喩
君
暗
而
賢
臣
之
言
不
用
也
（
此
の
詩
は
君
暗
く
し
て
賢
臣
の
言
の
用
ひ
ら
れ
ざ
る
に
喩
ふ
る
な
り
）」（
李
周
翰
注
）
と
い
い
、
前
節
で
言
及
し
た
其
一
（
行
行
重
行
行
）、
其
二
（
青
青
河
畔
草
）
と
同
様
に
、
本
詩
を
、
君
主
と
臣
下
と
の
関
係
を
喩
え
る
諷
諭
の
詩
と
解
す
る
。
ま
ず
、
第
一
句
・
第
二
句
「
西
北
有
高
楼
、
上
与
浮
雲
斉
」
に
つ
い
て
「
西
北
乾
地
、
君
位
也
。
高
楼
言
居
高
位
也
。
浮
雲
斉
、
言
高
也
（「
西
北
」
は
乾
の
地
、
君
の
位
な
り
。「
高
楼
」
は
高
位
に
居
る
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
二
五
を
言
ふ
な
り
。「
浮
雲
斉
」
と
は
、
高
き
を
言
ふ
な
り
）」（
李
周
翰
注
）
と
説
明
し
て
西
北
の
高
楼
を
君
主
の
地
位
（
を
暗
示
す
る
も
の
）
と
解
す
る
。
さ
ら
に
第
五
句
・
第
六
句
の
「
上
有
絃
歌
声
、
音
響
一
何
悲
」
に
つ
い
て
、「
言
楼
上
有
絃
歌
亡
国
之
音
。
一
何
悲
也
、
謂
不
用
賢
、
近
不
肖
而
国
将
危
亡
、
故
悲
之
也
（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
楼
上
に
絃
歌
亡
国
の
音
有
り
。「
一
何
悲
」、
賢
を
用
ひ
ず
、
不
肖
を
近
づ
け
て
国
将
に
危
亡
せ
ん
と
す
、
故
に
之
れ
を
悲
し
む
を
謂
ふ
な
り
）」（
張
銑
注
）
と
注
し
、
楼
上
の
絃
歌
を
、
君
主
に
そ
の
言
が
用
い
ら
れ
な
い
賢
臣
の
嘆
き
の
曲
、
ひ
い
て
は
そ
う
し
た
君
主
の
あ
り
方
が
国
を
滅
亡
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
の
亡
国
の
音
楽
だ
と
解
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
第
七
句
・
第
八
句
の
「
誰
能
為
此
曲
、
無
乃
杞
梁
妻
」
で
は
、「
既
不
用
直
臣
之
諫
。
誰
能
為
此
曲
、
賢
臣
乃
如
杞
梁
妻
之
惋
歎
矣
（
既
に
直
臣
の
諫
を
用
ひ
ず
。「
誰
能
為
此
曲
」、
賢
臣
は
乃
ち
杞
梁
が
妻
の
惋
歎
す
る
が
如
し
）」（
呂
延
済
注
）
と
い
い
、
そ
う
し
た
賢
臣
の
嘆
き
の
曲
で
あ
る
絃
歌
の
悲
痛
を
「
杞
梁
妻
嘆
」
の
悲
痛
に
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の
悲
痛
の
度
合
い
を
表
現
し
た
も
の
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
第
十
三
句
・
第
十
四
句
「
不
惜
歌
者
苦
、
但
傷
知
音
稀
」
に
至
っ
て
、「
不
惜
歌
者
苦
、
謂
臣
不
惜
忠
諫
之
苦
、
但
傷
君
王
不
知
也
（「
不
惜
歌
者
苦
」
は
、
臣 
忠
諫
の
苦
を
惜
ま
ず
、
但
だ
君
王
の
知
ら
ざ
る
こ
と
を
傷
む
を
謂
ふ
な
り
）」（
呂
向
注
）
と
し
、
嘆
き
の
歌
を
歌
う
賢
臣
は
「
忠
諫
」
を
い
う
苦
し
み
を
厭
わ
ず
、
た
だ
君
主
が
そ
う
し
た
忠
諫
の
言
を
理
解
し
な
い
こ
と
を
苦
し
む
こ
と
を
い
う
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
五
臣
注
で
は
、
「
知
音
」
を
、
賢
臣
の
諫
言
を
聞
き
分
け
、
そ
れ
を
良
い
も
の
と
し
て
聞
き
容
れ
る
、
理
想
的
な
君
主
の
あ
り
方
を
い
う
も
の
と
解
し
、「
傷
知
音
稀
」
は
諫
言
が
聞
き
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
苦
し
む
賢
臣
の
思
い
を
述
べ
る
も
の
解
す
る
。
そ
し
て
、
最
尾
の
第
十
五
句
・
第
十
六
句
の
「
願
為
双
鴻
鵠
、
奮
翅
起
高
飛
」
に
至
り
、「
君
既
不
用
計
、
不
聴
言
。
不
忍
見
此
危
亡
、
願
為
此
鳥
高
飛
於
四
海
也
（
君 
既
に
計
り
ご
と
を
用
ひ
ず
、
言
を
聴
か
ず
。
此
の
危
亡
を
見
る
に
忍
び
ず
、
願
は
く
は
此
の
鳥
と
為
り
て
高
く
四
海
に
飛
ば
ん
）」（
劉
良
注
）
と
い
い
、
亡
び
ゆ
く
国
を
見
る
の
に
堪
え
ら
れ
な
い
臣
下
の
、
国
を
離
れ
た
い
と
い
う
願
い
を
述
べ
る
一
二
六
も
の
と
解
釈
す
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
李
善
注
と
五
臣
注
と
は
、
前
者
が
必
ず
し
も
君
主
の
賢
愚
を
問
題
と
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
後
者
は
諫
言
を
容
れ
な
い
と
い
う
暗
君
の
あ
り
方
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
両
者
の
解
釈
は
全
体
と
し
て
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
材
の
登
用
や
君
臣
関
係
な
ど
、
社
会
問
題
を
主
題
と
す
る
諷
諭
の
詩
と
し
て
本
詩
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
に
お
い
て
、
両
者
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
両
者
に
お
け
る
諷
諭
的
な
解
釈
が
、
表
出
さ
れ
た
悲
哀
・
悲
嘆
の
感
情
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
本
詩
に
お
い
て
楼
上
の
絃
歌
は
、
第
八
句
で
「
杞
梁
妻
嘆
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
ほ
か
、
第
五
句
・
第
六
句
で
「
上
有
絃
歌
声
、
音
響
一
何
悲
」
と
表
現
さ
れ
、
第
十
一
句
・
第
十
二
句
で
は
「
一
弾
再
三
歎
、
慷
慨
有
余
哀
」
と
い
う
。
傍
線
部
分
の
語
彙
か
ら
顕
著
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
悲
し
み
や
嘆
き
を
表
す
た
め
の
表
現
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
楼
上
の
絃
歌
が
持
つ
悲
嘆
の
情
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
た
悲
嘆
が
、
第
十
三
句
・
第
十
四
句
に
及
ん
で
「
不
惜
歌
者
苦
、
但
傷
知
音
稀
」
と
さ
れ
、
強
調
さ
れ
た
悲
嘆
の
情
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
「
知
音
稀
」
で
あ
る
こ
と
の
苦
し
み
が
大
き
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
李
善
注
に
お
い
て
は
、
絃
歌
の
聞
き
手
の
「
傷
知
音
稀
」
と
い
う
嘆
き
を
「
傷
知
人
稀
」
の
嘆
き
と
解
釈
し
、
全
体
を
「
此
篇
明
高
才
之
人
、
仕
官
未
達
、
知
人
者
稀
也
」
と
解
釈
す
る
。
一
方
、
五
臣
注
に
お
い
て
は
、
楼
上
の
絃
歌
を
、
君
主
に
そ
の
言
が
用
い
ら
れ
な
い
賢
臣
の
嘆
き
の
曲
と
捉
え
、「
傷
知
音
稀
」
に
つ
い
て
も
、
暗
君
に
対
す
る
賢
臣
の
嘆
き
と
解
釈
し
、
全
体
を
「
此
詩
喩
君
暗
而
賢
臣
之
言
不
用
也
」
と
解
釈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
詩
に
お
け
る
李
善
・
五
臣
の
両
注
に
よ
る
諷
諭
的
な
解
釈
は
、
詩
中
に
描
か
れ
た
悲
嘆
の
情
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
点
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
悲
嘆
の
情
に
つ
い
て
の
解
釈
と
諷
諭
的
な
解
釈
と
が
互
い
に
連
動
し
、
整
合
性
を
も
つ
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
二
七
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
悲
嘆
と
諷
諭
と
の
関
係
は
、
前
節
の
考
察
で
、
五
臣
注
に
よ
っ
て
詩
全
体
が
諷
諭
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
詩
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
に
そ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
其
一
（
行
行
重
行
行
）
に
つ
い
て
の
「
此
詩
意
、
為
忠
臣
遭
侫
人
讒
譖
、
見
放
逐
也
」（
張
銑
）
と
い
う
解
釈
は
、
男
女
の
悲
嘆
の
背
景
と
し
て
、
侫
人
に
よ
っ
て
讒
譖
さ
れ
た
忠
臣
が
放
逐
さ
れ
、
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
女
性
と
生
き
別
れ
に
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
其
二
（
青
青
河
畔
草
）
に
対
す
る
「
此
喩
人
有
盛
才
事
於
暗
主
、
故
以
婦
人
事
夫
之
事
託
言
之
」（
張
銑
）
と
い
う
解
釈
は
、
か
つ
て
倡
家
に
お
り
、
今
は
蕩
子
の
妻
と
な
っ
て
独
り
寝
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
女
性
の
悲
嘆
を
、
暗
主
に
仕
え
た
有
能
な
臣
下
の
思
い
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
よ
う
。
　
「
古
詩
十
九
首
」
の
注
釈
に
お
け
る
諷
諭
的
な
解
釈
は
、
描
か
れ
た
悲
哀
・
悲
嘆
の
感
情
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
現
象
や
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
な
が
ら
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
感
情
を
生
み
出
す
状
況
を
想
定
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
状
況
か
ら
さ
ら
に
別
の
状
況
を
連
想
し
な
が
ら
、
表
出
さ
れ
た
悲
嘆
を
何
ら
か
の
形
で
解
釈
す
る
こ
と
で
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
嘆
の
表
出
か
ら
諷
諭
的
な
解
釈
へ
の
道
程
は
、
表
出
さ
れ
た
悲
嘆
が
い
か
に
諷
諭
と
結
び
つ
く
か
と
い
う
道
程
に
等
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
詩
全
体
を
諷
諭
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
傾
向
の
強
い
五
臣
注
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
道
程
を
よ
り
明
確
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
一
二
八
四
、「
新
楽
府
」
に
お
け
る
悲
嘆
と
諷
諭
　
前
節
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、「
古
詩
十
九
首
」
の
注
釈
（
特
に
五
臣
注
）
に
お
い
て
、
詩
全
体
を
諷
諭
的
に
解
す
る
（
古
詩
を
諷
諭
の
詩
と
解
す
る
）
解
釈
の
仕
方
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
詩
に
お
い
て
、
表
出
さ
れ
た
悲
嘆
が
諷
諭
的
な
解
釈
へ
と
帰
着
し
て
い
く
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
　
そ
し
て
、
こ
こ
で
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
五
十
篇
に
目
を
移
せ
ば
、
そ
の
中
に
、
あ
ら
か
じ
め
悲
嘆
の
情
が
表
出
さ
れ
、
そ
の
嘆
き
を
解
釈
す
る
こ
と
で
諷
諭
へ
と
結
び
つ
け
て
行
く
と
い
う
展
開
の
作
品
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
う
ち
の
第
十
「
大
行
路
」（『
白
氏
文
集
』
巻
三
、0134
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
序
に
「
大
行
路
、
借
夫
婦
以
諷
君
臣
不
終
（
大
行
路
は
、
夫
婦
に
借
て
君
臣
の
終
へ
ざ
る
こ
と
を
諷
せ
り
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
好
な
君
臣
関
係
を
最
後
ま
で
保
ち
続
け
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
夫
婦
関
係
に
な
ぞ
ら
え
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
大
行
之
路
能
摧
車
、　
　
大
行
の
路みち 
能
く
車
を
摧
く
、
　
　
若
比
人
心
是
夷
途
。　
　
若
し
人
の
心
に
比なら
ぶ
れ
ば
是
れ
は
夷たひ
ら
か
な
る
途みち
な
り
。
　
　
巫
峡
之
水
能
覆
舟
、　
　
巫
峡
の
水 
能
く
舟
を
覆
く
つ
が
へす
、
　
　
若
比
人
心
是
安
流
。　
　
若
し
人
の
心
に
比
ぶ
れ
ば
是
れ
は
安しづ
か
な
る
流
な
り
。
　
　
人
心
好
悪
苦
不
常
、　
　
人
の
心
の
好
悪 
常
な
き
こ
と
を
苦
し
ぶ
、
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
二
九
　
　
好
生
毛
羽
悪
生
瘡
。　
　
好
む
と
き
は
毛
羽
を
生な
し 
悪にく
む
と
き
は
瘡きず
を
生
す
。
　
　
与
君
結
髮
未
五
載
、　
　
君
が
た
め
に
髮
を
結
ん
で
五
載
な
ら
ざ
る
に
、
　
　
忽
従
牛
女
為
参
商
。　
　
忽
ち
に
牛
女
に
従
ひ
て
参
商
と
為
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
」（
第
一
段
）
　
　
古
称
色
衰
相
棄
背
、　
　
古
へ
に
称い
へ
ら
く
色
衰
へ
て
相
ひ
棄
た
ら
れ
背
く
と
、
　
　
当
時
美
人
猶
怨
悔
。　
　
当その
時かみ
の
美
人 
猶
ほ
怨
み
悔
い
き
。
　
　
何
況
如
今
鸞
鏡
中
、　
　
何いか
に
況いは
ん
や
如い
今ま
鸞
鏡
の
中
に
、
　
　
妾
顔
未
改
君
心
改
。　
　
妾
が
顔 
改
ま
ら
ざ
る
に
君
が
心 
改
ま
り
ぬ
。
　
　
為
君
薫
衣
裳
、　
　
　
　
君
が
為
に
衣
裳
に
薫
た
き
も
のす
れ
ど
も
、
　
　
君
聞
蘭
麝
不
馨
香
。　
　
君 
蘭
麝
を
聞か
ぎ
な
が
ら
馨
香
せ
ず
。
　
　
為
君
事
容
飾
、　
　
　
　
君
が
為
に
容
飾
を
事こと
と
す
れ
ど
も
、
　
　
君
看
金
翠
無
顔
色
。　
　
君 
金
翠
を
看み
て
顔
色
無
し
と
お
も
へ
り
。
　
　
行
路
難
、
難
重
陳
、　
　
行
路
の
難かた
き
こ
と
、
重
ね
て
陳
し
難
し
、
　
　
人
生
莫
作
婦
人
身
、　
　
人
生
れ
て
婦
人
の
身
作た
る
こ
と
莫なか
れ
、
　
　
百
年
苦
楽
由
他
人
。　
　
百
年
の
苦
楽 
他
人
に
由
れ
り
。　
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
」（
第
二
段
）
　
　
行
路
難
、　
　
　
　
　
　
行
路
の
難
き
こ
と
、
　
　
難
於
山
、
嶮
於
水
、　
　
山
よ
り
も
難
く
、
水
よ
り
も
嶮
な
り
、
　
　
不
独
人
家
夫
与
妻
。　
　
独
り
人
家
の
夫
と
妻
と
の
み
に
し
も
あ
ら
ず
。
一
三
〇
　
　
近
代
君
臣
亦
如
此
、　
　
近
代
の
君
臣 
亦
た
此
く
の
如
し
、
　
　
君
不
見
、　
　
　
　
　
　
君
見
ず
や
、
　
　
左
納
言
右
内
史
、　
　
　
左
納
言
右
内
史
の
、
　
　
朝
承
恩
暮
賜
死
。　
　
　
朝あしたに
恩
を
承
う
け
た
ま
はて
暮ゆふ
べ
に
死
を
賜たまはれ
る
こ
と
を
。
　
　
行
路
難
、　
　
　
　
　
　
行
路
の
難
き
こ
と
、
　
　
不
在
水
、
不
在
山
、　
　
水
に
し
も
在
ら
ず
山
に
し
も
在
ら
ず
、
　
　
只
在
人
情
反
覆
間
。　
　
只
だ
人
の
情
の
反
覆
の
間あひだに
在
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
」（
第
三
段
）
こ
の
詩
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
悲
哀
の
情
は
、
夫
の
愛
情
を
失
っ
た
妻
の
嘆
き
で
あ
る
。
掲
出
の
本
文
に
既
に
示
し
た
と
お
り
、
こ
こ
で
は
全
体
を
大
き
く
三
段
に
分
け
て
考
察
し
て
み
た
い
。
第
一
段
の
う
ち
、
最
初
の
「
大
行
之
路
能
摧
車
、
若
比
人
心
是
夷
途
」
か
ら
「
人
心
好
悪
苦
不
常
、
好
生
毛
羽
悪
生
瘡
」
ま
で
は
、
人
の
心
が
移
ろ
い
や
す
い
も
の
で
、
そ
う
し
た
心
の
移
ろ
い
や
す
さ
に
比
べ
れ
ば
、
大
行
山
の
山
道
の
険
し
さ
や
巫
峡
の
谷
川
の
激
し
さ
で
す
ら
穏
や
か
だ
と
い
う
こ
と
を
い
う
も
の
。
そ
の
上
で
婦
人
の
立
場
か
ら
「
与
君
結
髮
未
五
載
、
忽
従
牛
女
為
参
商
」
と
、
結
婚
し
て
五
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
夫
の
気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
く
。「
牛
女
」
は
牽
牛
織
女
、「
参
商
」
は
参
星
と
商
星
。
第
二
段
で
は
ま
ず
、
夫
の
心
変
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
具
体
的
に
描
く
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
容
姿
が
衰
え
な
い
う
ち
に
夫
の
愛
を
失
っ
た
こ
と
、
自
分
が
い
く
ら
身
な
り
を
整
え
て
も
夫
は
自
分
に
興
味
を
示
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。
そ
の
上
で
「
人
生
莫
作
婦
人
身
、
百
年
苦
楽
由
他
人
」
と
、
自
ら
の
悲
嘆
の
背
景
に
、
夫
に
そ
の
生
き
方
が
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
婦
人
の
境
遇
を
見
る
。
以
上
、
第
二
段
ま
で
は
、
夫
の
愛
情
を
失
っ
た
婦
人
の
視
点
か
ら
、
そ
の
悲
嘆
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
段
に
至
り
、
他
人
に
自
ら
の
生
き
方
が
左
右
さ
れ
る
の
は
夫
婦
関
係
に
お
け
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
三
一
る
妻
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
し
（「
不
独
人
家
夫
与
妻
」）、
当
時
の
君
臣
関
係
が
こ
の
場
合
の
夫
婦
関
係
と
同
様
で
あ
る
と
す
る
（「
近
代
君
臣
亦
如
此
」）。
す
な
わ
ち
、
夫
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
婦
人
の
嘆
き
の
背
景
に
、
夫
か
ら
自
立
し
得
な
い
婦
人
の
境
遇
を
見
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
境
遇
が
、
険
峻
な
山
や
激
流
に
比
し
て
も
な
お
、
よ
り
変
化
し
や
す
い
夫
の
心
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
う
し
た
婦
人
の
境
遇
が
、
相
手
と
の
関
係
性
に
お
い
て
、
君
主
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
臣
下
の
境
遇
に
重
な
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
最
後
の
「
不
在
水
、
不
在
山
、
只
在
人
情
反
覆
間
」
は
、
君
主
の
心
の
様
態
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
三
段
が
、
夫
婦
関
係
を
君
臣
関
係
に
置
き
換
え
て
諷
諭
的
に
解
釈
す
る
、
そ
の
解
釈
の
箇
所
に
当
た
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
新
楽
府
」
中
の
各
篇
に
諷
諭
の
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
序
に
「
卒
章
顕
其
志
、
詩
三
百
篇
之
義
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
加
え
て
「
大
行
路
」
の
構
成
に
お
い
て
は
、
悲
嘆
の
表
出
が
諷
諭
的
な
解
釈
へ
と
帰
着
し
て
い
く
展
開
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
前
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
作
品
で
は
、
夫
の
愛
情
を
失
っ
た
婦
人
の
嘆
き
の
背
景
に
、
山
道
や
激
流
以
上
に
変
化
し
や
す
く
扱
い
づ
ら
い
男
性
の
気
持
ち
を
拠
り
所
と
し
て
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
婦
人
の
不
安
定
な
境
遇
を
見
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
婦
人
の
境
遇
を
臣
下
の
境
遇
に
重
ね
る
こ
と
で
、
君
主
の
気
分
次
第
で
臣
下
が
死
を
賜
る
こ
と
の
不
合
理
を
諷
諭
的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
悲
嘆
の
表
出
が
諷
諭
的
な
解
釈
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
展
開
は
、「
古
詩
十
九
首
」
の
う
ち
の
特
定
の
作
品
に
お
い
て
、
詩
の
本
文
で
表
出
さ
れ
た
悲
嘆
の
感
情
が
、
注
釈
、
特
に
五
臣
注
に
よ
っ
て
諷
諭
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
く
そ
の
道
程
と
等
し
い
も
の
と
考
え
る
。
無
論
、「
新
楽
府
」
五
十
篇
に
お
け
る
悲
嘆
と
諷
諭
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
よ
り
精
査
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
が
、「
上
陽
白
髪
人
」、「
新
豊
折
臂
翁
」、「
馴
犀
」、「
伝
戎
人
」、「
李
夫
人
」、「
陵
園
妾
」
な
ど
は
、
登
場
人
物
の
悲
嘆
を
描
い
た
上
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
悲
嘆
が
解
釈
さ
れ
、
諷
諭
へ
と
結
び
つ
い
て
行
く
展
開
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
三
二
　
こ
こ
に
至
っ
て
、
改
め
て
新
楽
府
序
の
「
首
句
標
其
目
、
古
十
九
首
之
例
也
」
の
本
文
に
立
ち
戻
り
、
こ
こ
で
の
「
古
詩
十
九
首
」
へ
の
言
及
の
背
景
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
古
詩
に
お
け
る
悲
嘆
の
表
出
が
諷
諭
的
な
解
釈
に
帰
着
す
る
道
程
を
そ
の
背
景
と
し
て
想
定
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
白
居
易
が
そ
う
し
た
道
程
を
『
文
選
』
に
収
載
さ
れ
た
「
古
詩
十
九
首
」
お
よ
び
そ
の
注
釈
、
特
に
五
臣
注
に
学
ん
だ
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
う
な
れ
ば
白
居
易
は
、
そ
う
し
た
道
程
を
五
臣
注
に
学
び
、
「
新
楽
府
」
の
作
成
に
お
い
て
、
悲
嘆
の
表
出
か
ら
諷
諭
的
な
発
想
へ
と
作
品
を
展
開
さ
せ
る
、
展
開
の
た
め
の
手
法
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
新
楽
府
序
の
「
首
句
標
其
目
、
古
十
九
首
之
例
也
」
の
記
述
を
起
点
と
し
て
、「
古
詩
十
九
首
」
が
『
文
選
』
注
釈
、
特
に
五
臣
注
に
お
い
て
諷
諭
的
に
解
釈
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
「
古
詩
十
九
首
」
の
諷
諭
的
な
解
釈
が
詩
の
本
文
に
表
出
さ
れ
た
悲
嘆
を
解
釈
す
る
こ
と
で
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
悲
嘆
の
表
出
か
ら
諷
諭
的
な
解
釈
へ
と
帰
着
し
て
い
く
道
程
が
、「
新
楽
府
」
に
お
い
て
作
品
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
手
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
も
そ
も
古
詩
の
抒
情
性
が
『
毛
詩
』「
国
風
」
の
系
譜
上
に
据
え
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
れ
ば
、「
新
楽
府
」
に
お
け
る
悲
嘆
か
ら
諷
諭
へ
の
展
開
に
つ
い
て
も
ま
た
、『
毛
詩
』
を
念
頭
に
置
け
ば
よ
く
、「
古
詩
十
九
首
」
を
そ
の
背
景
に
想
定
す
る
必
要
性
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
す
る
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
そ
う
し
た
見
方
も
で
き
よ
う
が
、
吉
川
幸
次
郎
氏
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
、『
毛
詩
』
か
ら
漢
代
の
五
言
古
詩
へ
の
（
抒
情
と
い
う
側
面
に
お
け
る
）
変
化
を
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
三
改
め
て
視
野
に
入
れ
れ
ば
）
（（
（
、「
古
詩
十
九
首
」
に
描
か
れ
た
悲
嘆
・
悲
哀
が
「
新
楽
府
」
に
与
え
た
影
響
の
重
要
性
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
漢
の
無
名
氏
の
抒
情
詩
は
、「
詩
経
」
に
比
し
て
、
外
形
的
に
も
内
容
的
に
も
、
大
き
な
飛
躍
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
形
式
的
に
は
、
一
句
四
言
と
い
う
「
詩
経
」
の
退
屈
な
リ
ズ
ム
を
脱
却
し
て
、
五
言
な
い
し
は
七
言
と
い
う
活
潑
な
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
る
。
更
に
ま
た
内
容
的
に
は
、
人
間
の
せ
お
っ
て
い
る
運
命
に
対
す
る
悲
し
み
、
或
い
は
そ
れ
に
反
撥
し
た
快
楽
へ
の
追
求
、
い
ず
れ
も
「
詩
経
」
で
は
ま
だ
顕
著
で
な
い
主
題
を
、
主
題
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
や
が
て
次
の
三
国
の
時
代
に
な
る
と
、
曹
操
以
下
の
知
名
人
が
、
こ
れ
ら
漢
の
無
名
氏
の
抒
情
詩
に
ま
ね
た
作
品
を
み
ず
か
ら
の
文
学
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
中
国
の
詩
は
、
外
形
的
に
も
内
容
的
に
も
、
こ
の
流
れ
を
主
流
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
く
後
世
の
詩
の
主
流
と
な
る
も
の
、
そ
れ
を
早
い
時
代
に
於
い
て
、
隠
微
に
準
備
し
た
の
が
、
漢
の
世
の
無
名
の
詩
人
た
ち
で
あ
っ
）
（（
（
た
。
　
さ
ら
に
、「
古
詩
十
九
首
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
白
居
易
の
諷
諭
詩
の
中
に
、「
古
詩
十
九
首
」
を
継
承
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
続
古
詩
十
首
」
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
白
居
易
の
四
分
類
の
一
つ
で
あ
る
感
傷
詩
に
つ
い
て
も
、
「
古
詩
十
九
首
」
の
表
現
の
利
用
が
顕
著
に
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
は
、「
感
傷
」
と
い
う
分
類
そ
の
も
の
に
つ
い
て
（
ひ
い
て
は
感
傷
詩
と
諷
諭
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
）
見
直
す
必
要
性
が
浮
上
し
よ
う
）
（（
（
。
　
「
古
詩
十
九
首
」
の
主
題
や
表
現
が
白
詩
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
五
臣
注
の
解
釈
を
念
頭
に
、
今
後
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
三
四
（
注
）
（
１
）「
新
楽
府
」
は
、
旧
鈔
本
・
刊
本
の
別
を
問
わ
ず
、
多
く
の
諸
本
に
お
い
て
、
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
の
年
記
を
有
す
る
が
、
下
定
雅
弘
氏
は
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
蔵
「
白
氏
諷
諫
」（
明
正
徳
年
間
四
川
布
政
司
参
政
曾
大
有
重
刊
本
）
を
は
じ
め
と
す
る
諷
諫
本
の
新
楽
府
序
に
「
元
和
壬
辰
冬
長
至
日
右
拾
遺
兼
翰
林
学
士
白
居
易
撰
」
と
あ
る
の
を
重
視
し
、「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
完
成
を
元
和
七
年
、
白
居
易
が
下
邽
に
退
去
中
の
と
き
の
こ
と
と
す
る
（
下
定
雅
弘
『
白
氏
文
集
を
読
む
』
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年
、
前
編
第
一
章
「
諷
諭
詩
─
「
新
楽
府
」
五
十
章
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
」）。
（
２
）「
新
楽
府
」
の
本
文
は
、
神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
嘉
承
二
年
藤
原
知
明
書
写
本
の
影
印
（
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。
訓
読
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
同
書
に
お
け
る
ヲ
コ
ト
点
及
び
第
一
次
仮
名
（
主
に
右
傍
訓
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。
（
３
）
旧
鈔
本
以
外
で
は
、
諷
諫
本
系
統
の
諸
本
、
慶
安
刊
本
（
慶
安
三
年
片
山
舎
正
刊
「
新
楽
府
」）
が
旧
鈔
本
に
同
じ
く
「
古
十
九
首
之
例
也
」
の
本
文
を
持
つ
（
た
だ
し
清
光
緒
十
九
年
景
宋
刊
本
は
「
十
九
」
を
「
十
有
九
」
に
作
る
）（
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
（
中
巻
）』
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
、
第
三
章
六
⑴
「
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
白
氏
諷
諫
明
刊
本
」、
初
出
は
一
九
七
八
年
）。
な
お
、
曾
大
有
重
刊
本
の
本
文
は
前
掲
注
（
１
）
論
文
掲
載
の
書
影
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
鈴
木
虎
雄
「
白
楽
天
新
楽
府
校
勘
記
」（『
業
間
録
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
八
年
）
は
、
こ
の
七
字
に
つ
い
て
「
有
者
是
也
」
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
証
稿
』（『
陳
寅
恪
文
集
』
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
は
、「
首
句
標
其
目
」
も
「
詩
三
百
篇
之
義
也
」
に
か
か
る
べ
き
だ
と
し
て
「
鈴
木
之
説
殊
未
諦
」
と
す
る
。
一
方
、
那
波
本
を
底
本
と
す
る
平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
定
本
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
一
年
）
は
、
旧
鈔
本
に
よ
り
「
古
十
九
首
之
例
也
」
を
補
入
す
る
。
（
４
）
太
田
次
男
「
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
─
本
文
を
中
心
に
し
て
─
」（
前
掲
注
（
２
）
書
所
収
）。
な
お
、
太
田
氏
は
、
各
篇
に
冠
せ
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
三
五
ら
れ
る
題
が
な
け
れ
ば
、
新
楽
府
序
に
あ
る
題
、
各
篇
に
冠
せ
ら
れ
た
題
、
各
篇
の
冒
頭
の
句
と
の
三
箇
所
に
わ
た
る
重
複
が
少
な
く
と
も
一
箇
所
は
減
少
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
太
田
氏
は
、
新
楽
府
序
に
「
古
十
九
首
之
例
也
」
と
あ
る
点
に
つ
い
て
、「
実
内
容
を
論
ず
れ
ば
、
成
程
、
古
詩
十
九
首
の
例
は
詩
経
の
内
に
、
既
に
抱
含
さ
れ
て
い
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
其
目
」「
其
志
」
を
分
け
て
、
一
歩
々
々
説
き
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
、
十
九
首
の
イ
メ
ー
ジ
と
詩
経
の
そ
れ
と
は
、
自
づ
か
ら
別
個
の
も
の
を
も
ち
、
具
体
的
な
ふ
く
ら
み
を
持
た
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
各
篇
の
題
お
よ
び
題
序
は
、
新
楽
府
序
の
作
成
当
時
に
は
無
か
っ
た
も
の
が
、
後
に
白
居
易
自
身
の
手
で
加
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
な
お
、
題
お
よ
び
題
序
の
体
裁
に
つ
い
て
は
「
白
氏
新
楽
府
序
に
つ
い
て
─
旧
鈔
本
・
刊
本
の
本
文
よ
り
み
て
─
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
五
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
で
も
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
う
ち
の
十
二
篇
の
題
は
、
元
稹
の
「
和
李
校
書
新
題
楽
府
」
十
二
篇
の
題
に
一
致
す
る
。
ま
ず
李
紳
の
「
新
題
楽
府
」
二
十
篇
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
十
二
篇
に
元
稹
が
和
し
、
そ
の
後
、
白
居
易
が
元
稹
の
十
二
篇
に
和
す
と
と
も
に
自
ら
作
っ
た
三
十
八
篇
を
加
え
て
「
新
楽
府
」
五
十
篇
を
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）
ほ
か
。
（
６
）『
詩
品
』
の
本
文
は
、
荒
井
健
・
興
膳
宏
『
中
国
文
明
選
第
十
三
巻　
文
学
論
集
』（
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
。
（
７
）
前
掲
注
（
６
）
書
。
（
８
）
吉
川
幸
次
郎
「
推
移
の
悲
哀
─
古
詩
十
九
首
の
主
題
─
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
初
出
は
一
九
五
九
～
六
一
年
）、
鈴
木
修
次
『
漢
魏
詩
の
研
究
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
年
）
な
ど
。
（
９
）「
諷
諭
」
の
語
の
用
例
と
し
て
「
或
以
抒
二
下
情
一
而
通
二
諷
諭
一
」（『
文
選
』
巻
一
、
班
固
「
両
都
賦
序
」）
と
あ
る
の
が
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
「
諷
諭
」
の
語
を
で
き
る
だ
け
広
く
捉
え
、「
社
会
や
人
間
関
係
に
お
け
る
何
ら
か
の
事
象
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
韻
文
な
ど
一
三
六
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
そ
の
事
象
に
対
す
る
見
解
（
多
く
の
場
合
に
は
弱
者
の
立
場
か
ら
見
た
考
え
）
を
そ
れ
と
な
く
遠
回
し
に
提
示
す
る
こ
と
」
と
考
え
て
お
く
。
（
10
）「
文
選
集
注
」
百
二
十
巻
の
う
ち
、「
古
詩
十
九
首
」
は
巻
五
十
七
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
現
存
を
確
認
で
き
な
い
。
（
11
）『
文
選
』
お
よ
び
李
善
注
の
本
文
は
胡
刻
本
（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
り
、
五
臣
注
本
と
の
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
本
文
の
右
に
（　
）
に
入
れ
て
注
記
し
た
。
五
臣
注
の
本
文
は
足
利
学
校
所
蔵
南
宋
明
州
刊
六
臣
注
本
（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。「
古
詩
十
九
首
」
の
各
詩
は
詩
題
を
持
た
な
い
の
で
、
本
稿
に
掲
出
す
る
際
は
（　
　
）
を
附
し
て
第
一
句
を
示
し
た
。
（
12
）
其
四
（
今
日
良
宴
会
）
に
つ
い
て
五
臣
注
は
「
此
詩
賢
人
宴
会
楽
二
和
平
之
時
一
、
而
志
欲
レ
仕
」（
呂
向
注
）
と
す
る
。
其
十
（
迢
迢
牽
牛
星
）
に
つ
い
て
五
臣
注
は
「
牽
牛
織
女
星
夫
婦
道
也
。
常
阻
二
河
漢
一
不
レ
得
二
相
親
一
。
此
以
レ
夫
喩
レ
君
、
婦
喩
レ
臣
、
言
臣
有
二
才
能
一
不
レ
得
レ
事
レ
君
而
為
二
讒
邪
一
所
レ
隔
亦
如
三
織
女
阻
二
其
歓
情
一
也
」（
呂
延
済
注
）
と
す
る
。
其
十
二
（
東
城
高
且
長
）
に
つ
い
て
、
五
臣
注
は
「
此
詩
刺
下
小
人
在
レ
位
擁
二
蔽
君
明
一
、
賢
人
不
上レ
得
レ
進
也
」（
張
銑
注
）
と
す
る
。
（
13
）
五
臣
の
う
ち
の
呂
向
の
名
が
「
新
楽
府
」
五
十
篇
の
う
ち
の
第
七
「
上
陽
白
髪
人
」（『
白
氏
文
集
』
巻
三
、0131
）
に
「
君
不
レ
見
、
昔
時
呂
向
美
人
賦
、
又
不
レ
見
、
今
日
上
陽
白
髪
歌
」
と
見
え
、
そ
の
自
注
に
は
「
天
宝
末
、
有
下
密
採
二
艶
色
一
者
上
、
当
時
号
為
二
花
鳥
使
一
。
呂
向
献
二
美
人
賦
一
以
諷
レ
之
」
と
あ
る
。『
文
苑
英
華
』
巻
九
十
六
に
「
美
人
賦
」
を
収
録
す
る
。
（
14
）
前
掲
注
（
８
）
両
書
。
（
15
）「
抒
情
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
陸
機
「
文
賦
」（『
文
選
』
巻
十
七
）
に
「
詩
縁
情
而
綺
靡
」
と
見
え
る
「
縁
情
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
も
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。「
縁
情
」
に
つ
い
て
は
、
福
井
佳
夫
「
六
朝
の
文
学
用
語
に
関
す
る
一
考
察
─
「
縁
情
」
を
中
心
に
─
」
（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
十
三
・
第
六
十
四
号
、
二
〇
一
四
年
九
月
）。
ま
た
、
六
朝
文
学
に
お
け
る
「
情
」
と
「
志
」
の
問
題
悲嘆と諷諭　─「古詩十九首」と「新楽府」─
一
三
七
に
つ
い
て
は
林
田
愼
之
助
「
漢
魏
六
朝
文
学
論
に
現
れ
た
情
と
志
の
問
題
」（『
中
国
中
世
文
学
評
論
史
』
創
文
社
、
一
九
七
九
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）。
（
16
）
吉
川
幸
次
郎
「
古
香
爐
詩
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
初
出
は
一
九
五
三
年
）。
（
17
）
川
合
康
三
氏
は
感
傷
詩
を
「
従
来
の
型
に
沿
っ
た
抒
情
詩
」
と
す
る
（『
白
楽
天
─
官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）。
　
　
（
付
記
）　
成
稿
に
あ
た
り
、
佐
藤
道
生
氏
よ
り
重
要
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
